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● 

医
学
部
・
医
学
系
研
究
科
で
の
教
育 

 
　
医
学
部
お
よ
び
医
学
系
研
究
科
は
、
人
間
の
病

気
に
関
連
す
る
学
問
を
研
究
し
教
育
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
最
も
我
々
の
日
常
生
活
に
密
接
に
繋
が
る

学
問
分
野
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
人
間
の
体
は

小
宇
宙
と
呼
ば
れ
ま
す
。
遺
伝
子
か
ら
始
ま
り
、
様
々

な
蛋
白
、
細
胞
が
見
事
な
バ
ラ
ン
ス
で
協
調
し
一
個

の
体
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
個
体

は
同
時
に
心
を
持
ち
、
思
考
、
感
情
を
も
持
つ
独

立
し
た
人
格
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
医

療
は
病
気
を
治
す
だ
け
で
は
な
く
、
病
人
を
も
治

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
理
由
が
容
易
に
理
解
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
、
医
師
と
な
る
も
の
は

人
間
性
豊
か
で
教
養
も
あ
り
、
そ
の
職
業
に
使
命

感
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
学
部

で
は
、
学
生
諸
君
に
広
い
視
野
で
医
学
と
い
う
も
の

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
教
養
二
年
の
秋
学
期
に
医
学
部
全
体
で
医

学
序
論
「
医
の
原
点
」
と
題
し
て
、
聖
路
加
国
際

病
院
の
日
野
原
重
明
先
生
、
上
智
大
学
の
ア
ル
フ
ォ

ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
先
生
、
本
学
元
総
長
の
森
亘
先
生
、

本
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
福
島
智
先

生
な
ど
九
名
の
先
生
方
を
お
招
き
し
て
、
医
学
医

療
に
お
け
る
根
本
的
な
問
題
を
学
生
も
教
職
員
も
一

緒
に
考
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
教
育
改
革
は
医
学
部
に
お
い
て
全
面
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
介
護
実
習
、
研
究
室
配
属
、
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
教
育
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
、
基

礎
臨
床
統
合
講
義
な
ど
の
新
し
い
教
育
手
法
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
医
学
英
語
の
必
修
化

な
ど
学
問
の
国
際
化
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。 

　
医
学
科
の
卒
業
生
は
毎
年
一
〇
〇
名
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
学
生
は
ま
ず
臨
床
研
修
を
し
、
そ
の
後
、

専
門
の
診
療
科
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基

礎
医
学
の
大
学
院
は
平
成
十
年
に
発
足
し
た
医
科

学
修
士
課
程
の
学
生
、
及
び
他
学
部
の
修
士
課
程

を
修
了
し
て
入
学
す
る
も
の
と
基
礎
医
学
志
向
の

医
学
部
卒
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
平
成
十
二
年
よ
り
、

医
学
部
にP
hD
-M
D

コ
ー
ス
が
誕
生
し
、
医
学
部

の
四
年
終
了
後
に
博
士
課
程
に
入
り
、
そ
の
後
希

望
す
れ
ば
復
学
し
て
臨
床
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
医
学
生
の
進
路

に
多
様
性
が
生
じ
て
い
ま
す
。
医
科
学
修
士
課
程

は
広
く
全
国
の
四
年
生
の
学
部
卒
の
応
募
者
か
ら
二

〇
名
を
選
考
し
て
い
ま
す
。
博
士
課
程
で
は
、
各

講
座
に
直
接
入
り
、
そ
こ
で
の
実
験
が
中
心
と
な
り

ま
す
が
、
週
に
一
回
、
共
通
講
義
（
神
経
、
免
疫
、

遺
伝
子
工
学
、
社
会
医
学
な
ど
）
が
行
わ
れ
、
ま

た
、
電
子
顕
微
鏡
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
、
免
疫

組
織
化
学
な
ど
の
集
中
実
習
に
参
加
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。 

 

● 

医
学
系
研
究
科
・
医
学
部
・ 

　 

附
属
病
院
で
の
研
究 

 

　
医
学
系
研
究
科
の
基
礎
系
に
は
分
子
細
胞
生
物
、

機
能
生
物
、
病
因
・
病
理
、
生
体
物
理
医
学
、
脳

神
経
、
社
会
医
学
、
健
康
科
学
・
看
護
の
七
専
攻

及
び
国
際
保
健
の
独
立
専
攻
が
あ
り
ま
す
。
研
究

内
容
を
一
言
で
表
す
と
、
ヒ
ト
の
命
を
守
り
、
健
康

を
増
進
し
、
さ
ら
に
ヒ
ト
を
中
心
と
し
た
生
物
機

能
の
基
本
原
理
を
解
明
す
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま

す
。
研
究
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
一
流
の
国
際
誌
に
数

多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
、
ま
た
、
教
官
で
そ
の

編
集
の
役
割
も
務
め
て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
医
学
生
物
学
は
こ
の
百
年
間
最
も
進
歩
し

た
学
問
の
一
つ
で
あ
り
、
人
工
臓
器
開
発
、
脳
機
能

測
定
な
ど
の
領
域
で
は
理
・
工
学
部
等
と
の
新
し
い

連
携
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
今
後
は
、
文
学
部
、

教
育
学
部
、
法
学
部
な
ど
の
人
文
社
会
系
と
の
接

点
も
益
々
多
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。 

　
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
・
医
学
部
は

サ
イ
エ
ン
ス
に
お
い
て
も
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
と
同
時

に
、
患
者
の
立
場
に
立
つ
こ
と
の
で
き
る
心
豊
か
な

医
師
あ
る
い
は
優
秀
な
研
究
者
を
多
く
輩
出
さ
せ
る

こ
と
が
使
命
で
あ
り
ま
す
。
医
学
系
研
究
科
の
臨

床
系
に
は
内
科
、
生
殖
・
発
達
・
加
齢
、
外
科
の

三
専
攻
が
あ
り
ま
す
が
、
基
礎
・
臨
床
の
役
割
分

担
は
必
ず
し
も
明
確
に
区
分
さ
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
臨
床
系
で
は
疾
患
に
関
連
し
た
分
子
機
構

の
研
究
か
ら
治
療
法
の
開
発
ま
で
幅
の
広
い
研
究
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
ベ
ー
ス
の
し
っ
か

り
し
た
大
学
附
属
病
院
が
必
要
で
す
が
、
幸
い
に
し

て
平
成
十
三
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
入
院
棟
は
、

そ
の
規
模
や
設
備
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
国
際
的
レ

ベ
ル
を
ク
リ
ア
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
役
割
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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● 
情
報
の
不
思
議 

 

　
情
報
と
は
不
思
議
な
存
在
で
す
。
そ
れ
自
体
と

し
て
は
形
や
質
量
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
情
報
は
、
産
業
技
術
を
発
展
さ
せ
、
巨
万

の
富
を
も
た
ら
し
ま
す
。
あ
る
い
は
、
人
を
痛
ま
し

い
ま
で
に
傷
つ
け
、
時
に
よ
っ
て
は
、
国
家
の
存
立
を

脅
か
す
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
私
た
ち

の
生
活
す
べ
て
が
、
情
報
に
よ
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

経
済
や
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
組

織
や
活
動
、
さ
ら
に
は
私
た
ち
の
日
常
の
生
活
、
そ

れ
ら
が
す
べ
て
情
報
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

遺
伝
子
情
報
と
い
う
言
葉
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

人
間
の
生
物
的
存
在
そ
の
も
の
も
、
情
報
に
基
礎
を

置
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
情
報
の
性
格
を
考
え
る
と
、
情
報
を
学

ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
・
技
術
・
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、

情
報
に
関
す
る
学
問
は
必
然
的
に
、
学
際
的
な
も
の

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
逆
に
言
え
ば
、

情
報
に
関
す
る
学
問
は
、
情
報
と
い
う
切
り
口
を
通

し
て
、
人
間
・
技
術
・
社
会
の
姿
を
総
合
的
に
理

解
し
、
そ
れ
ら
に
実
践
的
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
情
報
化

社
会
が
成
熟
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
中
で
、
私
た
ち
が
育

て
た
い
と
考
え
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
取
組
み
が
で

き
る
人
た
ち
で
す
。
。 

 

● 

情
報
と
学
際
的
組
織 

 

　
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
情
報
の
教
育
・
研
究
に
、

文
系
・
理
系
の
枠
を
越
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
情
報

学
環
・
学
際
情
報
学
府
は
、
二
年
前
、
つ
ま
り
二
〇

〇
〇
年
と
い
う
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
誕

生
し
た
組
織
で
す
。
こ
の
組
織
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
科
と
異
な
っ
て
、
情
報
と
い
う
学
問
対
象
を
学

際
的
に
扱
う
に
ふ
さ
わ
し
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
研
究
組
織
（
情

報
学
環
）
と
教
育
組
織
（
学
際
情
報
学
府
）
の
分

立
の
仕
組
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
研
究
面
で
は

先
端
的
・
融
合
的
な
研
究
の
集
中
的
深
化
を
、
教

育
面
で
は
幅
広
い
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
流
動
教
官
の
仕
組
み
で
あ

っ
て
、
情
報
学
環
に
所
属
す
る
教
官
の
お
よ
そ
三
分

の
二
が
、
学
内
の
他
の
研
究
科
・
研
究
所
か
ら
一
定
の

期
間
を
定
め
て
移
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
情
報
に
か
か
わ
る
学
問
的
活
動

を
行
っ
て
い
る
教
官
が
一
堂
に
会
し
て
学
際
的
な
教
育
・

研
究
に
従
事
し
、
ま
た
、
流
動
期
間
の
終
了
後
は
、

そ
う
し
た
学
際
的
な
経
験
を
、
元
の
部
局
に
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。 

　
こ
う
し
た
流
動
教
官
を
送
り
出
し
て
い
る
組
織
は
、

教
育
学
研
究
科
、
総
合
文
化
研
究
科
、
工
学
系
研

究
科
、
医
学
系
研
究
科
、
情
報
理
工
学
系
研
究
科
、

東
洋
文
化
研
究
所
、
社
会
科
学
研
究
所
、
社
会
情

報
研
究
所
、
生
産
技
術
研
究
所
、
史
料
編
さ
ん
所

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
教
育
課
程
で
は
、
人
文
社
会
系

研
究
科
、
法
学
政
治
学
研
究
科
、
医
科
学
研
究
所
、

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
も
授
業
を
担
当
し
て

い
ま
す
。 

 

● 

共
通
言
語
と
し
て
の
情
報 

 

　
教
育
組
織
で
あ
る
学
際
情
報
学
府
に
は
、
文
理
融

合
型
の
情
報
学
研
究
者
・
表
現
者
の
育
成
を
目
指

す
「
学
際
情
報
学
コ
ー
ス
」
と
、
高
度
な
専
門
的

職
業
人
養
成
を
目
指
す
「
実
践
情
報
学
コ
ー
ス
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
学
問
分
野
の
性
格

を
反
映
し
て
、
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
は
多
彩
で
あ
り
、

ま
た
社
会
人
の
数
の
多
さ
も
特
徴
で
す
。 

　
情
報
を
学
ぶ
視
点
の
多
様
さ
は
、
情
報
が
表
現
さ

れ
る
様
式
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で

す
。
情
報
は
技
術
や
権
利
に
化
体
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

情
報
は
、
言
語
や
身
体
表
現
、
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア

や
ア
ー
ト
と
い
う
形
で
も
現
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
組

織
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ク
ス
な
ど
ア
ー
ト
の

世
界
も
正
面
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
、
東

大
で
は
珍
し
い
場
所
で
す
。
情
報
学
環
で
は
、
こ
れ

ら
の
テ
ー
マ
を
、
「
生
命
」
、
「
シ
ス
テ
ム
」
、
「
表
現
」
、

「
人
間
」
、
「
社
会
」
と
い
う
五
つ
の
分
野
に
配
置
し

て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
情
報
と
い
う
の
は
、
そ

も
そ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
を
貫
く
共
通
言

語
と
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
概
念
で
す
。
情
報

と
い
う
概
念
は
、
現
代
の
多
様
な
知
の
総
合
を
生
み

出
す
媒
介
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
う
る
の
で
す
。

学
際
情
報
学
府
で
は
、
従
来
の
学
問
の
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
、
情
報
に
対
す
る
幅
広
い
セ
ン
ス
と
総
合
的
な

力
を
も
っ
た
学
生
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

濱田　純一　　大学院情報学環長・学際情報学府長 
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図6　Kの5月の推移図（身側） 
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